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 帰国後１ヶ月以内に、チームでまとめた上、JODA海外派遣担当西村までメールにて送付して下さい 

 JODA理事会にて確認の後に、ホームページに公開します 

 記入時の注意点 

1. このレポートは今後海外派遣レースに参加する選手、役員また日本のジュニアのための資料です 

2. なるべく詳細に記入して下さい  

3. 大会本部や運営、他国や他国選手また特定の個人を批判するような記述はしないで下さい   

 写真資料について 

1. このレポートを補足する資料として必要です（ 文中に貼り付けて下さい ） 

2. 他国ＯＰ艇を接近して撮影する際には、必ず相手国の選手、コーチの了解をとって下さい 

 帆走指示書のコピーを添えてください。 

現地までの旅程 （飛行機）伊丹～羽田～バンコクスワンナプーム空港 

（バス）バンコクスワンナプーム空港～現地 

旅行代理店 （株）グロリアツアーズ 

渡航費用 178,820円（親子2名分） 

エントリー料 ※ 実際に支払った通貨で記入して下さい 

Entry Fee - Competitors 9 @750USD.    → 6,750 USD. 

Entry Fee – Adults  3 @750USD.         → 2,250 USD. 

一人当たりの宿泊費用 ・選手と3役 

大会期間中（11/6～13）7泊分の宿泊費用は、上記エントリー料に含まれる 

前泊・後泊 4泊分は、3,900バーツ 

・サポーター 一人当たりの宿泊費用(11泊分)は、21，150バーツ 

その他食料費 ・現地での飲食費として約 109,000円 

・大会期間中の選手・3役の食事（3食）はエントリー費用に含まれていて大会側から提供された 

・これ以外に、海外対応炊飯器2台、無洗米、具材を日本から持参して、毎日おにぎりを作った 

（厳重なバブル方式の為、現地ではハーバーとホテルの行き来だけで、 

食料・食材の買い物には行けなかった） 



・スポンサーから提供される 水、牛乳、豆乳、スープ、オートミール、ヌードルなどがあり 

 毎日活用させていただいた 

・ウィダー、補助食品は各自持参した 

 

チャーター料金 Charter Boat Fee 9 @460USD.        → 4,140USD. 

Support Vessel Fee 800 USD. per coach →  800USD. 

大会本部の対応 時間管理が、少しアバウトな印象を受けたが、陸上待機中などは良く声を掛けていただきケアしていただ

いた。海上運営では大きな風の振れがあってもNやCを見ることは無かった。２上のフィニッシュラインで

調整し、ターゲットタイムさえ守れれば良いという考え方のようであった。 

チームリーダーミーテ

ィングの様子、内容 

同席はしましたが、内容はほぼ理解できていません。コーチと国代表のレポートを参考ください。 

選手達の様子で 

気をつけたこと 

健康面では特にお母さん方に配慮いただいた。その他、選手が艤装のセッティングが不完全で、慌てて出

艇する場面があったため、時間管理を徹底するように伝達した。 

食事はどうでしたか 期間中に提供されるお弁当には、総じて野菜が少なく口内炎ができる人もいた。 

ハーバー内で軽食を摂れるコーナーがあり、そちらは美味しかった。 

どうしても食べられない味付けの場合は日本から持参した食料で凌いだ。 

セキュリティーなどで

気をつけたことはあり

ましたか。 

貴重品は常に身に着けていたが、今回はバブル方式であったこともあり、ホテル～ハーバー以外の場所

への移動が禁じられており、部外者が入ってくることもなかった。 

荷物に関して工夫した

こと 

関西組と羽田組でそれぞれスパーとセールをまとめた。 

日本との通信状況、手

段 

現地SIMを購入した。ホテルとハーバーにWiFiがあったが不安定なこともあったのでこれは正解だった。 

現地の状況はSNSで随時更新した。 

他国チームとの国際

交流の実施 

選手達は開会式と閉会式の後にプレゼント交換しつつ交流している様子であった。また、ホテルでもタイや

スェーデンチーム等と交流していたようである。 

持参してよかった食

品、医療品等 

虫刺されの薬、虫よけスプレー 

口内炎対策に抗生物質があれば良かった。 

 

次回参加者へアドバイ

ス 

あらゆるシーンで英語の必要性を感じました。是非、習得されると良いと思います。 

また審問は全て IODA の大会アプリから行いますが、選手も帯同者も不慣れでもたついたので、今後もこ

の形がスタンダードになるのであれば、想定されるケースをアプリで入力して予習しておくと良いと思いま

す。 



 

JODAへの要望 特になし。 

 

その他  

 

ご協力ありがとうございました 

JODA海外派遣委員会 


